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今月の表紙
町のスポーツトーナメント

「MOST」の様子です。
保育園児からご年配の方まで
参加者のみなさんが楽しくス
ポーツをされていました。



令和８年　第３回定例会

９月定例会が９月８日に召集され、９月 11 日までの会期で開かれ、令和７年度一般会計歳入歳出決
算などの認定案件が６件、令和７年度南小国町健全化比率及び資金不足比率の報告が１件、令和８年
度一般会計補正予算などの予算案件が７件、人事案件（固定資産評価委員の任命）が１件、それぞれ
原案のとおり可決、承認、認定されました。

●令和７年度決算概要
　一般会計では歳入から歳出を差し引くと６億９２１万円で、翌年度への繰越財源１億８５６万円を

差し引いた５億６５万円が黒字となり、翌年度に繰り越されました。

一般会計決算
歳　　入 歳　　出 翌年度繰越財源 実質収支額

６８億９９２７万円 ６２億９００６万円 １億８５６万円 ５億６５万円

特別会計決算
特  別  会  計  名 歳　　入 歳　　出 実質収支額

国民健康保険特別会計 ４億８８９４万円 ４億８１４２万円 ７５２万円

後期高齢者医療特別会計 ８７０９万円 ８６５５万円 ５４万円

介護保険特別会計 ７億１０７１万円 ６億８２５５万円 ２８１６万円

合　　　　計 １２億８６７４万円 １２億５０５２万円 ３６２２万円

公営企業会計決算

簡易水道事業会計
収益的収入 １億７６２５万円 収益的支出 １億４９８８万円

資本的収入 １億３９８４万円 資本的支出 １億３８９０万円

下水道事業会計
収益的収入 ２億４６１１万円 収益的支出 ２億２９７１万円

資本的収入 ５１３８万円 資本的支出 １億１１２０万円

※表示単位未満四捨五入のため、合計や収支額が一致しない場合があります。

町債（借入金）残高 　　　　　　　　　
区　　　　　分 ７年度末残高

公営住宅建設事業債 １４０２万円

災害復旧事業債 ３億 ２９５万円

教育・福祉施設等整備事業債 ３７１２万円

一般単独事業債 ２億 ４７０万円

過疎対策事業債 １５億１７５２万円

臨時財政対策債 ８億３６１６万円

一般会計 その他 １２６４万円

公営企業会計（企業債） １４億６２２０万円

合　　　　　計 ４３億８７３１万円

基金残高 　　　　　　　　　　　　　　
基　　金　　名 ７年度末残高

財政調整基金 １８億７４７８万円

ふるさと納税基金 １９億６９２５万円

きよらの郷づくり基金 １億５３２４万円

地域福祉基金 １億２３８９万円

CATV 放送設備等整備基金 ７４５０万円

一般会計その他基金 １億１７０９万円

特別会計基金合計 ７２６７万円

合　　　　　計 ４３億８５４２万円
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【総務課】
消防団高視認性活動服

購入事業

616 万円

【保育課】
市原保育園間仕切り他

改修工事業

583 万円

【福祉課】
物価高騰対応重点支援

臨時給付金

1980 万円
【税務課】

地籍調査委託料

3836 万円
（R7より繰越含む）

【町民課】
予防接種委託料

1370 万円

【教育委員会事務局】
大阪万博研修補助金

1695 万円

【まちづくり課】
くらし応援券

5115 万円
（R8へ繰越 2600 万円）

【建設課】
市原地区新規水源整備事業

1 億 5705 万円
（R8へ繰越 1億 7693 万円）

【農林課】
最適土地利用総合対策事業

1079 万円

令和７年度に実施された各課局の主な事業

監査意見書（抜粋） 代表監査委員　石橋　正寿
議選監査委員　井野　和哉

①　財政健全化審査については、実質赤字比率・連結実質赤字比率・将来負担比率は「０」、実質公
債費比率も「7.1％」であり、本町の財政状況は健全と判断できる。財政力指数・経常収支比率
はともに前年度と同ポイント、実質公債費比率は昨年度から減少しているが、経常収支比率は依
然高い状態が続いている。昨年度 14.8 億円超の実績となったふるさと納税も国の経費ルールや
地場産品基準が厳格化されることに伴う減収も懸念されるところである。引き続き財務状況を分
析し、抑制に向けた健全かつ適正な財政管理を行っていただきたい。

②　町税や保険料・使用料及び負担金等の徴収については、全体的に滞納解消傾向にある。これは、
担当職員の日頃の努力は基より、担当課・局間の連携がうまく図られているものと評価する。悪
質な滞納者については引き続き法的措置をとるなど、徴収業務の更なる強化と担当課・局間の連
携に期待する。一方でコンビニ・スマホ納付の導入により納付者の利便性が格段に向上したと思
われる。町の費用負担も大きいが、納付の選択肢が増えることは住民サービスの向上にもつながっ
ていることから、今後も新たな納付方法を模索していただきたい。

③　例年、歳出に多額の不用額が発生している科目が見受けられる。限られた財源を有効活用するた
めにも、履行が困難となった事業や金額が確定した事業など早めの対応が可能なものは、年度途
中で減額補正するなど適切な処理を望む。

④　伝票監査においては、請求書に記載される業務内容や購入内容が簡略化されたものや決裁印の漏
れが見受けられた。数量や算出根拠など、第三者が見ても分かるよう明細等の記載をお願いする
とともに、伝票に貼付する請求書については同一方向になることをお願いする。また決裁者によ
るチェック体制を徹底し、事務処理ミスの未然防止に努めてもらいたい。

⑤　高齢化や人口減少、インフラ施設の老朽化、災害の激甚化など町が抱える問題は多岐にわたり、
行政の役割もますます高度化・複雑化することが予想される。また、昨今の原油価格や物価の高騰、
さらに地震や豪雨による災害が地域産業に与える影響は大きい。国の物価対策や財政支援の動向
を注視し、限られた財源を有効に活用しながら、町民が安心して暮らせる南小国町になることを
期待する。
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▶佐藤議員　㈱ SMO 南小国には町から 8500
万円の資本金を出資し、さらに 7000 万円の社
債を引き受けている実質的な第 3 セクターで
ある。公金を投入している以上、地方自治法
に基づく行政監査を実施すべきではないか。

答　これまで行政監査は入っていなかった
が、公金取扱いや経営の透明性の観点から必
要性があるならば、法人役員等の了承を得た
うえで、代表監査委員・議員選出監査委員に
よる行政監査に入っていただく方向で検討す
る。

▶北里議員　旧タブレット端末を自主防災組
織・消防団・防災士に利活用すれば経費削減
につながるのでは。再利用予定の 50 台以外を
売却する前に再度検討できないか。

答　当初は旧タブレット端末の防災利用につ
いても含め検討したが、Wi-Fi 環境下でしか利
用できないことや保守切れかつ不具合が出る
可能性やその頻度が高いこと等を総合的に判
断し、売却する方針としていたが、再度、教
育委員会と検討する。

▶森永議員　県外からの生徒を受け入れる
際、生活拠点が大きな問題となる。現在は平
日のみの対応と思われるが、週末の過ごし方
や長期休暇中の宿泊・食事等についてどのよ
うに検討しているか。

答　事業推進上の大きな課題の一つと認識し
ている。現在の寮自体も古く、空き部屋に限
りがある。小国町・高校を含めて協議し、現
在の寮以外の形態も含めて生徒の居住・受入
れ態勢整備について検討を進めている段階で
ある。

▶穴井秀房議員　事務手続きの煩雑さによる
不参加集落の増加が懸念される。役場でのシ
ステム化や集落支援員の配置、事務委託等の
支援策は講じられないか。

答　第 5 期から第 6 期への更新時に 6 協定が
減少した。国からの交付金要件を満たすこと
が厳しく、農家の事務負担は相当大きいこと
に起因していると感じている。集落支援員の
活用や民間業者への事務代行委託など費用面
を含めて検討している。国や九州農政局とも
連携を行い、制度を最大限有効活用できるよ
う支援策の具体化を模索している。

●令和 7年度決算の主な審議

●令和 8年度 9月補正予算

◆一般会計歳入歳出決算書／◆特別会計歳入歳出決算書（３会計）／◆公営企業会計決算書（２会計）

○ふるさと納税業務等の
　株式会社 SMO への業務委託について

○小中学校タブレット端末更新による
　旧端末 300 台の今後について

○「小国高校地域みらい留学事業補助金」
　「小国高校寄宿舎運営負担金」について

○中山間地域等直接支払交付金
　について

主な補正予算（一般会計） （万円）

部分林地元交付金 608
CATV 修繕料 842
町道新設改良測量設計委託 4000
観光危機管理計画策定業務委託料 337
東市原教職員住宅解体工事設計管理
委託料、解体工事請負費 △2148

小・中学校屋内運動場空調設備設置
工事設計業務委託料 990

令和８年度９月補正予算
＊万円未満四捨五入

補正額 補正後予算額
一般会計（第5号） 2億1865万円 68億6078万円
一般会計（第6号） 2056万円 68億8134万円
国保特別会計（第2号） 252万円 4億6890万円
介護保険特別会計（第2号） 2904万円 7億4262万円
後期高齢特別会計（第2号） 54万円 9885万円
簡易水道事業会計（第2号）
　　収益的収入 193万円 1億6057万円
　　収益的支出 85万円 1億6554万円
　　資本的収入 4400万円 3億 303万円
　　資本的支出 7528万円 3億8769万円
下水道事業会計（第3号）
　　収益的収入 670万円 2億3473万円
　　収益的支出 221万円 2億4106万円
　　資本的支出 63万円 1億1645万円
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●発議第 1号
「令和 8 年産米の価格下落および生産者の営農継続危機に関する緊急要望書」 可決
●人　事

固定資産評価審査委員会委員の選任 大字満願寺　嶋﨑俊秀 氏 同意

▶井野議員　補助対象はハイリスク妊婦で県
内の医療機関ということだが、日田市など県
外の施設に通院している妊婦に対して、町独
自で補助するなどできないか。

答　まずは県要綱に沿った形で事業を実施
し、運用の中でハイリスク以外の妊婦への支
援も今後検討していきたい。県指定医療機関
での特定不妊治療受診者も一部対象になる。

▶下城議員　中原小学校が含まれていない理
由は。元気プラザでは、今後大規模な災害時
に収容できない。中原小学校への具体的配慮
が示されなければ賛成できない。

答　①指定避難所に指定されていないため国
交付金の対象外、②老朽化（築 53 年）して
いる施設への大規模公金投入に対する妥当性、
③学校以外での社会体育等による体育館利用
がないこと、による。熱中症対策として大型
移動式スポットクーラーなどの代替案を含め
新年度に向けて整備を進めていく。

▶穴井則之議員　 利 用 件 数 と そ の 実 績 は。
チェーンソーや防護服等の機械等購入後に制
度を知る町民が多いため、事前周知を工夫し
ていただきたい。

答　申請は 19 件。購入前の事前申請につい
て集落説明会や広報等にて周知徹底する。

●一般会計補正予算（第５号）主な審議

○妊産婦に対する遠方の分娩取扱施設等
　への交通費等支援事業補助金について

○小学校屋内運動場空調設備設置工事
　設計業務委託料について

○森林環境贈与税の機械等導入補助金
　について

９月定例会（９月８日～ 11日）　採択結果　　　　〇…賛成、×…反対　※賛否の分かれた案件のみ掲載。

議案番号 事　件　名 採決結果
下

城

北

里

佐

藤 

森

永

井

野

後

藤

穴
井
秀

穴
井
則

議案第 69 号

令和８年度南小国町一般会計補正予算書（第５号） 可決 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

反
対
討
論

佐藤議員

note 活用情報発信事業業務委託料 100 万円は、担当課で再度精査・検討の上、新年
度当初予算に計上するか、広報営業活動費の中で整理すべきと考える。また、小学
校屋内運動場の空調設備については、地域住民の社会体育活用にも大きく貢献する
ものであるから他の小学校同様に空調設備を設置すべきであり、中原小学校だけに
予算が計上されていないのは納得できない。

賛
成
討
論

井野議員
学校体育館への空調設備整備については、学校教育のみならず社会体育での利用や
指定避難所としての機能確保の観点からも極めて重要であり、早期の整備が求めら
れている。今後の全町的な整備拡大につながることを強く期待し、本案に賛成する。

森永議員
小・中学校体育館への空調設置に関して、現在の異常気象が続くなか、極めて重要
な取り組みである。中原小学校への対応についても検討するとの答弁をいただいて
いるので、前向きな検討を期待し、本案に賛成する。

昭和 48年に建設された中原小学校体育館昭和 48年に建設された中原小学校体育館
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人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
む

地
域
の
現
状
を
見
て
、
地
域
維

持
、
活
性
化
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。

問
　
地
域
、
集
落
の
維
持
・
活

性
化
と
な
る
地
域
協
力
活
動

に
、
協
力
隊
・
支
援
員
を
採
用

し
て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
？

町
長
　
新
た
な
人
材
や
制
度
を

活
用
し
て
、
住
民
主
体
の
活
動

や
支
援
等
を
含
め
、
充
実
し
た

形
で
の
地
域
維
持
・
活
性
化
を

実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

問
　
空
き
家
対
応
・
対
策
に
協

力
隊
を
採
用
し
て
、
課
題
解
決

に
繋
げ
て
は
？

ま
ち
づ
く
り
課
長　

町
内
の
現
状

が
わ
か
る
方
を
含
め
、
複
数
人
で

取
り
組
む
形
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
介
護
予
防
や
地
域
福
祉
推

進
に
向
け
て
、
集
落
支
援
員
を

採
用
し
て
は
？

福
祉
課
長　

役
場
と
連
携
す
る

形
で
、
地
域
の
目
配
り
役
と
な

る
集
落
支
援
員
の
配
置
は
重

要
。採
用
に
向
け
て
検
討
す
る
。

問
　
移
動
販
売
に
も
集
落
支
援

員
を
採
用
し
て
は
？

農
林
課
長　

移
動
販
売
は
本
年

度
で
終
了
予
定
。
今
後
は
注
文

販
売
等
、
町
民
生
活
に
支
障
が

な
い
よ
う
協
議
し
て
い
く
。

　
町
民
が
気
に
な
っ
て
い
る
農
協

跡
地
。
建
設
に
向
け
た
具
体
的

な
ス
ケ
ジュ
ー
ル
等
を
示
す
必
要

が
あ
る
。

問
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

町
長
　
令
和
８
年
度
で
基
本
計

画
策
定
段
階
。
令
和
９
・
10
年

度
で
設
計
及
び
選
定
段
階
。
令

和
11
・
12
年
度
で
建
設
工
事
段

階
。
令
和
13
年
度
オ
ー
プ
ン
共

用
開
始
予
定
。
様
々
な
不
安
定

要
素
が
あ
り
、
時
期
が
前
後
、

変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

問
　
建
設
費
用
は
ど
れ
く
ら
い

を
想
定
し
て
い
る
？

総
務
課
長　

他
自
治
体
を
参
考

に
計
算
す
れ
ば
現
段
階
で
、
建

物
の
延
床
面
積
３
８
０
０
㎡
で
、

15
億
円
以
上
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
物
価
や
資
材
高
騰
で
建
設
費

が
膨
ら
ん
だ
場
合
は
ど
う
す
る
？

町
長
　
国
や
県
の
補
助
金
を
最

大
限
活
用
し
な
が
ら
、町
の
財
政

状
況
を
見
極
め
、判
断
す
る
。場
合

に
よ
っ
て
は
、最
低
限
必
要
な
も

の
だ
け
に
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

問
　
災
害
時
の
緊
急
指
定
避
難
所

と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
の
か
？

総
務
課
長　

防
災
拠
点
機
能
を

果
た
す
役
割
を
有
す
る
。

佐藤　毅　議員

Ｑ地域おこし協力隊や集落支援員
を活用した地域づくり

Ａ集落の衰退を止め、維持・活性化
できる仕組みづくりを考えていく

Ｑ農協跡地利活用、今後の流れは
どうなる？

Ａ令和１３年度のオープン、共用開
始に向けて、準備を進める

問
　
令
和
７
年
度
に
町
内
３
地

区
に
金
網
柵
及
び
防
草
シ
ー
ト

等
材
料
支
給
の
事
業
を
行
っ
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
農
作
業
の
省

力
化
に
つ
な
が
り
、
作
物
の
被

害
防
止
や
農
地
の
維
持
等
を
考

慮
し
た
と
き
、
持
続
可
能
な
農

業
施
策
と
し
て
と
て
も
有
効
な

事
業
と
思
え
る
の
で
今
後
も
前

向
き
に
推
し
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

町
長　

有
害
鳥
獣
対
策
は
農
作

物
の
被
害
を
防
ぐ
事
だ
け
が
目

的
で
は
な
く
、
農
業
者
の
営
農

意
欲
を
維
持
し
耕
作
放
棄
地
の

発
生
を
抑
制
し
、
地
域
の
農
地

を
将
来
に
わ
た
っ
て
守
っ
て
い

く
重
要
な
施
策
で
あ
り
今
後
も

効
果
を
検
証
し
な
が
ら
地
域
の

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
事

業
の
継
続
、
充
実
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

問
　
本
年
度
２
地
区
の
募
集
で

あ
っ
た
が
も
っ
と
増
や
す
事
は

で
き
な
い
か
。

農
林
課
長　

実
施
地
区
を
増
や

し
て
い
く
事
は
必
要
な
こ
と
と

考
え
て
い
る
。
本
年
度
は
、
予

算
と
業
務
委
託
を
２
地
区
を
想

定
し
て
い
る
た
め
来
年
度
以
降

は
も
っ
と
増
や
せ
る
よ
う
予
算

要
求
を
上
げ
て
い
き
た
い
。

Ｑ 
恒久的有害鳥獣対策を

Ａ対策は重要であり事業の継続・
充実を図りたい穴井　則之　議員

防草シート防草シート

金網柵金網柵
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今
回
の
熊
本
地
震
を
う
け
、

以
前
よ
り
質
問
し
て
き
た
４
項

目
に
つ
い
て
再
度
確
認
し
た
い
。

問　

庁
舎
電
源
は
町
有
の
発
電

機
と
、
災
害
発
生
時
に
レ
ン
タ

ル
す
る
発
電
機
で
対
応
と
の
事

だ
が
現
在
の
発
電
機
で
何
時
間

稼
働
か
？
ま
た
災
害
発
生
時
に

レ
ン
タ
ル
可
能
か
、
ソ
ー
ラ
ー

発
電
を
再
度
検
討
す
べ
き
で

は
？

町
長　

庁
舎
屋
根
に
設
置
す
る

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
は
財
政
負

担
が
大
き
い
の
で
現
実
的
で
は

な
い
。
現
燃
料
タ
ン
ク
で
は
15

～
20
時
間
の
電
源
が
確
保
で
き

る
、
今
後
、
増
設
す
れ
ば
72
時

間
以
上
の
電
源
が
賄
え
る
の
で

対
応
を
考
え
た
い
。

問　

水
道　

大
型
ポ
リ
タ
ン
ク

で
の
対
応
と
の
事
で
あ
る
が
道

路
等
の
被
災
も
考
え
ら
れ
る
、

運
用
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
？

町
長　

被
災
状
況
に
よ
り
柔
軟

な
対
応
を
行
う

問　

現
在
の
光
ケ
ー
ブ
ル
は
破

損
が
考
え
ら
れ
る
、
町
民
へ
の

連
絡
体
制
は
ど
う
考
え
る
？

町
長　

大
規
模
災
害
発
生
時
、

光
ケ
ー
ブ
ル
網
の
被
災
は
避
け

ら
れ
な
い
、
関
係
機
関
と
緊
密

に
連
携
し
、
迅
速
な
復
旧
体
制

の
強
化
や
予
防
策
を
講
じ
通
信

障
害
を
軽
減
し
た
い
。

問　

モ
バ
イ
ル
建
築
は
本
町
の

木
材
を
生
か
し
、
災
害
時
の
仮

設
用
住
宅
の
備
蓄
と
し
て
検
討

し
て
き
た
、
今
回
の
熊
本
地
震

で
も
活
用
出
来
た
は
ず
だ
が
い

つ
も
後
手
に
回
っ
て
い
る
。
早
急

に
対
応
を
実
行
す
べ
き
で
は
？

町
長　

モ
バ
イ
ル
建
築
を
災
害

時
の
仮
設
住
宅
ば
か
り
で
な

く
、
本
町
の
重
要
な
地
域
資
源

で
あ
る
小
国
杉
を
活
用
し
た
建

築
物
と
し
て
地
域
の
建
築
技
術

や
産
業
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
。

問　

兼
業
で
職
員
の
ス
キ
ル
の

向
上
を
図
る
こ
と
に
異
存
は
な

い
が
、兼
業
勤
務
可
能
な
課
と
、

超
過
業
務
で
不
可
能
な
課
が
見

受
け
ら
れ
る
が
不
公
平
感
が
な

い
よ
う
な
体
制
を
作
る
べ
き
で

は
？

町
長　

職
員
が
平
等
に
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
で
き

る
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

に
務
め
る
。

Ｑ令和８年熊本地震をうけて町の
災害対策を問う

Ａ大規模災害に対応するため防災
機能の充実を図っていく

Ｑ 
役場職員の兼業導入について

Ａ 
働きやすい職場づくりに努める 穴井　秀房　議員

問　

南
小
国
町
の
災
害
備
蓄
品

数
は
大
丈
夫
か
、
又
、
災
害
関

連
死
の
危
険
が
高
い
車
中
泊
を

し
な
く
て
よ
い
対
策
と
し
て
減

反
農
地
の
活
用
は
ど
う
か
。

町
長　

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
等
、

段
ボ
ー
ル
製
品
は
安
価
で
設
置

が
簡
単
で
あ
る
と
い
う
利
点
が

あ
る
が
長
期
保
管
は
湿
気
に
弱

く
、
い
ざ
使
う
時
、
強
度
が
弱

く
な
っ
て
い
る
。
自
治
体
ご
と

に
い
ろ
い
ろ
な
資
材
を
ス
ト
ッ

ク
す
る
の
は
限
度
が
あ
る
の
で

国
や
県
と
か
が
民
間
企
業
と

し
っ
か
り
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
協
定
を
結
ん
で
被
災
し
た
自

治
体
に
そ
の
民
間
企
業
か
ら
送

ら
れ
る
仕
組
み
が
で
き
な
い
か

と
お
願
い
し
て
い
る
。

　

又
、
車
中
泊
対
策
は
町
や
自

主
防
災
組
織
が
開
設
す
る
避
難

所
に
避
難
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
避
難
者
数
の
把
握
や
物
資
等

の
配
布
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
と

考
え
る
。

農
林
課
長　

農
地
に
テ
ン
ト
を

設
置
す
る
の
は
応
急
仮
設
住
宅

の
ほ
う
が
建
築
が
可
能
と
思

う
。

Ｑ熊本地震から１０年、教訓は生
かされているか

Ａ災害協定は民間企業とパートナー
シップ協定を結ぶ仕組みを考える後藤　六男　議員

出典：特定非営利活動法人　土砂災害防止広報センターHPより（https://www.sabopc.or.jp/library/sediment_disaster/）出典：特定非営利活動法人　土砂災害防止広報センターHPより（https://www.sabopc.or.jp/library/sediment_disaster/）
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世
界
で
生
産
さ
れ
る
食
料
の

3
分
の
1
が
廃
棄
さ
れ
、
国

内
で
も
食
品
ロ
ス
が
深
刻
な
課

題
と
な
る
中
、
本
町
で
も
農
産

物
が
規
格
外
等
で
廃
棄
さ
れ
る

「
も
っ
た
い
な
い
」
事
態
が
発
生

し
て
い
る
。
農
産
物
を
ム
ダ
に

せ
ず
有
効
活
用
で
き
る
仕
組
み

が
必
要
。

問
　
農
産
物
の
廃
棄
防
止
や
食

品
ロ
ス
削
減
に
向
け
た
取
り
組

み
と
今
後
の
展
望
は
？

町
長　

啓
発
や
寄
附
支
援
を
実

施
中
。
今
後
も
地
元
野
菜
の
ロ

ス
削
減
を
前
向
き
に
考
え
た

い
。

町
民
課
長　

物
産
館
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、
健
康
相
談
時
に
野

菜
レ
シ
ピ
や
地
元
野
菜
の
魅
力

を
紹
介
し
て
い
る
。

問
　
調
理
を
通
し
交
流
で
き
る

場
所
が
必
要
で
は
？

町
長　

Ｊ
Ａ
跡
地
複
合
施
設
の

設
計
図
に
調
理
ス
ペ
ー
ス
を
入

れ
て
い
る
。
有
事
の
炊
き
出
し

利
用
も
考
え
る
。

問
　
農
産
物
の
一
次
加
工
や
、

山
菜
を
ビ
ジ
ネ
ス
化
し
価
値
向

上
で
き
な
い
か
？
高
齢
者
等
の

活
躍
や
収
入
増
に
も
繋
が
る
の

で
は
？

農
林
課
長　

廃
棄
量
の
実
態
把

握
を
進
め
た
い
。
山
菜
は
出
荷

者
協
議
会
等
と
協
議
を
検
討
す

る
。

森永　一美　議員

Ｑ農産物の「もったいない」を減
らす取り組みを

Ａ地元野菜を少しでもロス削減で
きるよう前向きに考えたい

問　

令
和
7
年
度
に
、
候
補
地

を
４
ヶ
所
選
定
し
て
、
今
年
度

測
量
設
計
を
行
う
予
定
で
、
当

初
予
算
に
計
上
し
て
い
た
と
思

う
が
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

昨
年

度
の
詳
細
調
査
に
お
い
て
、
１

か
所
に
絞
っ
て
発
注
す
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
財
政
負
担
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
近
隣
自
治
体

と
も
協
議
を
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

６
年
前
に
も
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
替
え
に
つ
い
て
の
質

問
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
回
は
、
あ
え
て
町
に
給
食

セ
ン
タ
ー
を
造
ら
な
い
前
提
で

話
を
し
た
い
。

　

現
在
、
近
隣
の
小
国
町
と
産

山
村
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
建
設

か
ら
10
年
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の

あ
た
り
の
自
治
体
と
連
携
は
で

き
な
い
か
。

町
長
　
国
か
ら
の
補
助
等
が
期

待
で
き
な
い
中
、
今
後
の
財
政

状
況
な
ど
を
鑑
み
る
と
、
近
隣

自
治
体
に
お
願
い
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　

今
、
町
が
管
理
す
る
河
川

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

建
設
課
長　

河
川
・
砂
防
河
川

合
計
56
本
、
総
延
長
１
８
０
㎞

の
河
川
が
あ
る
。

問　

今
年
の
７
月
豪
雨
で
、
令

和
２
年
の
水
害
が
あ
っ
た
小
田

川
上
流
部
が
再
び
被
害
を
受
け

た
が
、令
和
２
年
の
復
旧
工
事
、

改
修
工
事
の
総
工
費
は
い
く
ら

に
な
る
か
。

建
設
課
長　

町
の
工
事
と
は
別

に
県
が
行
っ
た
工
事
も
あ
る

が
、町
の
工
事
分
だ
け
で
、７
ヶ

所
、
３
億
８
８
２
３
万
円
に
な

る
。

問　

復
旧
工
事
の
基
本
は
、
原

型
復
旧
が
基
本
で
あ
る
が
、
災

害
の
状
況
を
考
え
る
と
、
改
修

工
事
と
併
せ
て
行
う
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

建
設
課
長　

災
害
の
場
合
は
、

宅
地
、
家
屋
が
あ
る
箇
所
が
優

先
さ
れ
る
。
ま
た
、
原
型
復
旧

で
収
ま
ら
な
い
も
の
に
対
し
て

補
助
事
業
も
あ
る
が
、
採
択
基

準
が
厳
し
く
、
町
内
で
は
原
型

復
旧
事
業
で
の
工
事
が
大
半
で

あ
る
。

Ｑ学校給食センターの建替え、ど
うしていく

Ａ近隣自治体との連携、広域化の
可能性を含め、検討する

Ｑ町管理河川の災害復旧、維持を
どうしていく

Ａ災害原因を踏まえた復旧・改修と、
河川の維持管理を確保していく 井野　和哉　議員

出典：農林水産省ホームページ出典：農林水産省ホームページ
　　　「aff（あふ）2023 年 10 月号」より抜粋　　　「aff（あふ）2023 年 10 月号」より抜粋

野菜レシピをケーブルテレビで紹介する役場の管理栄養士さんと野菜レシピをケーブルテレビで紹介する役場の管理栄養士さんと
食生活改善推進委員さんたち食生活改善推進委員さんたち
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令和８年　議会日誌
８
月

10 議会広報調査対策特別委員会（ケーブルテレビ撮影）

10
　
　
月

4 「きよらの郷」防犯少年柔道大会
18・24 全員協議会 8 県町村議会議員研修会
28 一般国道442号道路整備促進期成会総会 14 議会広報調査対策特別委員会

９
　
　
月

1 議会運営委員会 16 きよら祭り
5 消防団通常点検 18 熊本県人権教育研究大会

8～11 第3回定例会 20 阿蘇市町村議会議員研修会
11 議会広報調査対策特別委員会 21 第3回臨時会
12 JA阿蘇小国郷畜産共進会 21 議会広報調査対策特別委員会
17 戦没者追悼式 22 経済建設常任委員会
18 熊日金婚夫婦表彰式 31 菊池郡・阿蘇郡町村議会（菊阿会）議員研修会
26 阿蘇・瀬の本高原マラソン大会
29 第2回臨時会

経済建設常任委員会　　　　穴井秀房

令和 8 年付託　議案第 38 号　南小国町
農業構造改善事業負担金徴収条例の制定
について

　令和 8 年 6 月 11 日付けで付託された
上記の件に付きまして慎重に協議した結
果、執行部より提案されました上記事業
中、農道整備、用排水整備に対する負担
金額を事業費の 5％とする案を、同事業
に要する事業費（委託費と工事請負費）
の 3％とすることに修正したうえで、9
月本会議において可決されましたので報
告します。

阿蘇広域行政事務組合議会
阿蘇広域行政事務組合議会議員　北里桂一

　令和 8 年 10 月 16 日に定例会が開催
され、令和 7 年度決算が承認されました。
南小国町の負担金の内訳は以下のとおり
です。

一般管理費 650 万円
介護保険対策費 148 万円
障害支援対策費 48 万円
火葬施設事務費 31 万円
北部火葬施設費 979 万円
環境総務費 110 万円
清掃施設運営費 6873 万円
最終処分場運営費 321 万円
北部清掃費 1617 万円
北部し尿処理費 3307 万円
消防費 1 億 2090 万円

合　計 2 億 6174 万円

総務文教常任委員会　　　　穴井則之

　９月定例議会において付託された南小
国町奨学資金貸与条例の全部改正につい
て、慎重に審議した結果、原案通り可決
すべきものと決定しました。
　委員会としては物価高騰を考慮した場
合、貸付上限額を上げること、また人材
不足となっている保育士や介護福祉士、
社会福祉士などの資格職を有した貸与者
などが就職で町に戻って来たとき、返済
の免除や減額または補助金等、今後返済
に向けた町独自の新たな取り組みについ
て、検討していただくよう要望しました。

小国郷公立病院組合議会
公立病院組合議会議員　佐藤　毅

⑴　令和７年度決算
病院
　病院収益　13億6661万円
　病院費用　13億9793万円

老人保健施設
　施設収益　  2億8759万円
　施設費用　  3億2849万円

診療所
　診療所収益　　4785万円
　診療所費用　　5633万円

訪問看護
　訪問看護収益　2485万円
　訪問看護費用　2342万円

⑵　新病院建設に向けて
※予定地選定にあたり、①併設老健に隣接する、

② 比 較 的 災 害 に 強 い、 ③ ア ク セ ス し や す い、 
④広い道路に面している、⑤駐車台数の確保等
の観点から、小国町宮原のケヤキ広場周辺を候
補地に選定。

※建物は、延床面積 4,500㎡の 2 階建て（1 階外来
診療エリア・管理部門、2 階病棟エリア）を想定。

9
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…
農
業
を
継
が
れ
た
経
緯
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

県
内
外
で
測
量
や
飲
食
の
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
子
ど
も
が
保
育
園
に
入
園
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
帰
郷
し
て
、
家
の
農
業
を
継

ぎ
ま
し
た
。
今
ま
で
農
業
を
手
伝
っ
た
こ
と

す
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
地
域
の
方
々
に

教
え
て
い
た
だ
き
、
今
年
で
就
農
し
て
20
年

を
迎
え
ま
す
。

…
米
フ
ェ
ス
に
つ
い
て
改
め
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

南
小
国
の
新
米
を
食
べ
比
べ
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
今
年
で
12
年
目
（
11
回
目
）
と

な
り
、
毎
年
10
軒
前
後
の
米
農
家
さ
ん
が
出

店
し
て
い
ま
す
。
米
の
品
種
だ
け
で
な
く
栽

培
方
法
な
ど
も
違
う
の
で
、
食
べ
比
べ
を
楽

し
め
ま
す
。
農
家
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
だ
わ

り
を
直
接
お
客
さ
ん
に
伝
え
ら
れ
、
「
お
い

し
か
っ
た
！
」
の
声
を
い
た
だ
け
る
の
は
本

当
に
嬉
し
い
で
す
。
ま
た
来
年
も
お
い
し
い

米
を
作
ろ
う
と
思
え
ま
す
。

　

リ
ピ
ー
タ
ー
さ
ん
が
多
い
の
で
、
毎
年
何

か
し
ら
新
し
い
こ
と
を
企
て
て
い
ま
す
。
昨

年
は
、
小
国
高
校
吹
奏
楽
部
の
生
演
奏
も
あ

り
、
田
の
原
か
ら
羊
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。

…
米
フ
ェ
ス
の
今
後
の
展
望
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

新
規
の
お
客
さ
ん
を
増
や
す
と
と
も
に
、

町
内
の
旅
館
さ
ん
と
の
繋
が
り
も
深
め
て
い

き
た
い
で
す
。
実
際
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
、

適
正
な
価
格
で
取
引
が
で
き
れ
ば
、
観
光
客

に
地
元
の
お
い
し
い
物
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

け
る
と
同
時
に
、
農
家
の
経
営
安
定
に
も
繋

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

…
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
つ
い
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

手
入
れ
さ
れ
た
田
ん
ぼ
が
生
み
出
す
里
山

の
風
景
は
、
地
域
の
農
家
さ
ん
達
が
守
り
続

け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
業
の
担
い
手
不

足
は
深
刻
で
す
。
担
い
手
が
お
ら
ず
耕
作
放

棄
地
が
増
え
れ
ば
、
こ
の
景
色
も
失
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

例
え
ば
「
農
事
組
合
法
人
は
い
わ
ら
」
の

よ
う
な
組
織
を
大
字
ご
と
に
作
り
、
新
規
就

農
者
を
雇
用
し
、
法
人
が
担
い
手
と
な
れ
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
雇
用
さ
れ
た
方
に
は

「
法
人
の
仕
事
と
自
分
の
農
業
の
両
立
」
を

叶
え
た
り
、
「
週
末
百
姓
」
の
よ
う
な
柔
軟

な
関
わ
り
方
を
増
や
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

こ
の
町
を
守
り
続
け
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。　
　
　

 

取
材
：
穴
井
秀
房
、
森
永
一
美

髙
たかむら

村 秀
ひであき

明さん
米好きが集う〈米フェス〉は今年 12 年目！
一粒に込める、里山を守り継ぐ想い。

プロフィール
波居原在住。2016 年より米フェス実行委員長を務める。
年に１度、県内外から約 150 名が訪れる米フェスを成功さ
せるため、出店農家だけでなく地域全体と連携し、波居原が 
一丸となったおもてなしを牽引している。

農家さんとお客さんとが直接会話

できるのも米フェスの良さ！

完全予約制で、 米好きのお客さん

が県内外から来られる

お客さんは新米と協賛企業さ

んからのおかずなども食べ放

題！小国杉のお盆や茶碗、 お

米２合のお土産もつく

　

編
集
後
記
を
ま
と
め
て
い
る
と
、
Ｊ
Ａ
阿
蘇
の

方
よ
り
、
今
年
度
の
米
の
仮
払
い
金
額
の
連
絡
が

入
り
ま
し
た
、
昨
年
２
０
２
５
年
産
は
異
常
に
高

値
で
推
移
し
た
た
め
参
考
に
は
な
ら
な
い
と
思
う

も
の
の
、
２
０
２
３
、２
０
２
４
年
産
よ
り
も
低

い
価
格
で
業
界
団
体
が
試
算
し
た
生
産
コ
ス
ト
の

２
０
５
３
６
円
を
大
幅
に
下
回
る
金
額
に
唖
然
と

し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
に
入
り
、
イ
ラ
ン
情
勢
を
め
ぐ
る
原

油
高
に
起
因
し
、
生
産
資
材
や
肥
料
、
人
件
費
等

は
さ
ら
に
高
騰
が
続
い
て
い
ま
す
。
中
山
間
地
域

の
水
稲
栽
培
は
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
、

こ
れ
で
は
水
稲
栽
培
に
魅
力
は
な
く
な
り
、
耕

作
放
棄
地
が
増
え
る
状
況
が
目
前
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
地
球
温
暖
化
に
端
を
発
す
る
と
思
わ
れ

る
異
常
気
象
に
振
り
回
さ
れ
、
安
定
し
た
食
料
生

産
そ
の
も
の
が
難
し
く
な
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
髙
村
秀
明
さ

ん
も
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
南
小
国
町
の
美
し

い
田
園
が
い
つ
ま
で
も
続
き
、「
食
料
安
全
保
障
」

の
言
葉
が
ず
っ
し
り
と
の
し
か
か
る
時
代
が
こ
な

い
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
議
会
広
報
が
皆
様
に
届
く
頃
に
は
、
秋
も

深
ま
り
き
れ
い
な
紅
葉
に
癒
や
さ
れ
た
い
も
の
で

す
。　
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